
E103 教育社会学（ａ）
英名科目名 Sociology of Education

大 学 名 京都教育大学

連絡先 教務課教務グループ
TEL:075-644-8157

担当教員 村上 登司文（教育学科）

開講期間 2021年04月13日(火)～2021年08月10日(火)
2講時 10時30分～12時00分
※授業休止日 2021/06/01（火）
※定期試験週を含む

開講形態 前期・春学期 開講曜日・講時 火曜日 2講時

単位数 2 履修年次 ２回生以上

会場 科目開設校キャンパス

授業定員

単位互換生定員 20 京カレッジ生定員

試験・評価方法 ミニレポート(15%)、レポート(15%)、期末試験(70
%)などにより評価する。

超過時の選考方法 書類選考（教職希望者を優先する）

受講料

別途負担費用

その他特記事項 【自学自習についての情報】
授業内容を参考にして、「私が社会学的に見つけ
た面白い教育的事象」のレポートを提出する。
【アクティブラーニングに関する情報】
毎回の授業内容について、グループ討議を行い、
それを全体に還元する。
【注意】
教職希望者は、単位互換履修生出願票の「志望理
由」の１行目の最初に「教職希望者」とお書きく
ださい。その後２行目から、志望理由をご記入願
います。
教員免許状の取得については、必ず所属大学で確
認をしてください。
車での来学はご遠慮いただいております。
教室は授業初回日に本学掲示板にて確認してくだ
さい。

パッケージ科目
低回生受講推奨科目

講義概要・到達目標

【授業の概要】
教育社会学の授業では、学校教育だけでなく家庭や地域社会におけ
る教育を含めた広義の教育を社会学的に説明する。高学歴化・ネッ
ト社会化・高齢化・グローバル化した社会の状況を理解し、学校教
育が社会に対して果たす役割などを考察する。また、受験競争、い
じめ、学力低下、教育格差、子どもの貧困などの社会問題に対応す
る教育政策、及び学校安全について理解する。
【授業の到達目標】
社会の状況について広い視野を持ち、その変化が学校教育にもたら
す影響とそこから生じる課題、並びにそれに対応するための教育政
策の動向を理解する。多くの調査・統計データを用いてできるだけ
客観的に考察し、教育の現状を実証的に把握し、社会という広い視
点から学校教育を見通す社会学的な批判的考察力を持つことができ
る。
【授業の形式】
・講義形式で行う。

講義スケジュール

第1回 教育社会学とは：
社会事象としての教育の分類と分析手法を説明する。
第2回 現代社会の変化： 戦後における社会の変化を概説する。
第3回 家族の変化： 家族の社会的機能と最近の変化を考察する。
第4回 子どもが生きる世界：
子どもが生活する場と子ども自身の変化を考察する。
第5回 青年が生きる世界： 青年の意識と行動を分析する。
第6回 学校と教育政策：
教育課題の変化と教育政策の動向を考察する。
第7回 学級経営と学級崩壊：
学級の子どもの実態に迫り、学級経営のあり方を考察する。

第8回 高齢化と教育： 高齢者の教育を生涯学習の視点から考察する。
第9回 グローバル化と教育：
グローバル化が教育に及ぼす影響と教育の国際化を概説する。
第10回 メディアと教育：
情報化社会の教育への影響を明らかにする。
第11回 教育問題と学校安全：
教育問題の歴史的変化と学校安全について検討する。
第12回 平和教育と社会：
平和教育の展開と実態を述べこれからの方向を考える。
第13回 競争と平等：
社会の競争化を明らかにし、子どもへの影響を考察する。
第14回 社会体験と社会貢献：
学校と地域の連携、新しい社会を拓く子どもについて考える。
第15回 まとめ

教科書 片山悠樹他編
2017『半径5メートルからの教育社会学』大月書
店
酒井朗他編著
2012『よくわかる教育社会学』ミネルバ書房
NHK放送文化研究所 2015『現代日本人の意識構
造（第八版）』（NHKブックス）

参考書
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